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件   名 
平城宮跡内における土質試験の実施について 

－奈良文化財研究所と共同調査－ 

 

概   要 

 国土交通省奈良国道事務所では、京奈和自動車道大和北

道路について、文化財の保全等の観点から「大和北道路地下

水モニタリング検討委員会」を設置しました。 

 第１回委員会においては、木簡の保存に影響すると考えられ

ている土の酸化還元電位（Ｅｈ）やｐＦ値、透水係数を把握する

必要があると指摘され、このたび、奈良文化財研究所の協力に

より、１０月から実施されている平城宮跡内の発掘調査にあわ

せて、土質試験を共同で実施することとなりましたので報告致し

ます。 

 

 テレビ・ラジオ：    －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 
取 り 扱 い 

 新     聞：    －－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

近畿建設記者クラブ 

大手前記者クラブ 

奈良県政記者クラブ 

奈良県文化教育記者クラブ 

奈良市政記者会 
配 布 場 所 

神戸海運記者クラブ、神戸民放記者クラブ、みなと記者クラブ所属で
資料が必要な方は「近畿地方整備局記者クラブの杉岡(06-6942-1141 
内線2811)」に問い合わせ願います。 

 

問い合わせ先 

国土交通省 近畿地方整備局 奈良国道事務所 

副所長      吉留 洋一（内線 ２０５） 

調査第二課長   粟津 誠一（内線 ４６１） 

 電 話：０７４２－３３－１３９１（代表） 

独立行政法人 文化財研究所 奈良文化財研究所 

副所長・都城発掘調査部長 川越 俊一 

当  番  室  長   西口 壽生 

 電 話：０７４２－３０－６８３１・６８３２ 



参 考  

 

平城宮跡内における土質試験について 
 

 

 

１．目 的 

 文化財の保存等の観点から設置した「大和北道路地下水モニタリング

検討委員会」（別紙参照）の第１回委員会において、木簡の保存状態

等を把握するための土質試験が必要との指摘をうけ、以下を実施するも

のである。 

・木簡の保存に影響すると考えられているバクテリアの繁殖条件と

水位の関係を把握するために、発掘調査現場の土試料を採取し、

酸化還元電位（Eh）を調査する。 

・第１帯水層の水位が、木簡が存在する粘土層の保水状況に及ぼ

す影響等を把握するために、発掘調査現場の土試料を採取し、

pF値や透水係数を把握する。 

 

 

２．土質試験の概要 

① 実施する試験 

・酸化還元電位試験 ··· 粘土中でバクテリアが繁殖するかどうかを

把握するため、土の酸化還元電位（Eh）を

調査するもの。 

 （電位が低いと還元状態であり、バクテリア

は繁殖しない） 

・保水性試験 ····· · · · · · · · · · · 粘土に含まれる水分の保持特性を把握す

るため、土のpF値を調査するもの。  

 （pF値が高いと水を保持しやすい） 

・透水試験 ···· · · · · · · · · · · · · · · · 粘土中の水の通りやすさを把握するため、

土の透水係数を調査するもの。  

 （透水係数が高いと水が通りやすい） 

② 試験日数 ： 合計２ヶ月程度 



（別紙） 

大和北道路地下水モニタリング検討委員会について 

■目 的 
・当委員会は、文化財の保全等の観点より、地下水の状況を把握し、適切な地下水のモニタ

リング方針を定めるものである。 
 

■メンバー 

 氏  名 所属・役職等 

委員長 大 西  有 三 京都大学大学院工学研究科都市環境工学専攻教授

委 員 上 原  真 人 京 都 大 学 大 学 院 文 学 研 究 科 教 授

〃 田 辺  征 夫 独立行政法人文化財研究所奈良文化財研究所長

〃 谷 口  真 人 
大 学 共 同 利 用 機 関 法 人 人 間 文 化 研 究 機 構

総 合 地 球 環 境 学 研 究 所 研 究 部 助 教 授

〃 西 垣   誠 岡山大学大学院環境学研究科資源循環学専攻教授

〃 三 木  博 史 独 立 行 政 法 人 土 木 研 究 所 技 術 推 進 本 部 長

〃 和 田  晴 吾 立 命 館 大 学 文 学 部 教 授

（五十音順） 

■検討項目 
①モニタリング内容 

・モニタリング項目と、各項目についての観測範囲、位置、手法、期間 

②管理基準の考え方 

・道路建設による地下水の異常と判断する基準の考え方 

③異常時の地下水保全の考え方 

・文化財の保全等の観点から、地下水の保全に万全を期すため、施工中に地下水の異

常が生じた時に行う対策の考え方 
 

■検討スケジュール 

項目① モニタリング内容 項目② 管理基準の考え方 項目③ 異常時の地下水保
全の考え方

調査結果の分析

ＳＴＥＰ １
・現況調査結果の分析

地下水位の変動要因の分析
（降雨データ・地下水汲上げ）

・モニタリング内容に関
する提案

・管理基準の考え方
に関する検討ＳＴＥＰ ２

・管理基準の考え方
に関する提案

・異常時の地下水保全の
考え方に関する検討・提案ＳＴＥＰ ３

・異常時の地下水保全の
考え方に関する決定ＳＴＥＰ ４

各検討項目に関する取りまとめ

各 検 討 項 目 に 対 す る 「 提 言 」

・モニタリング内容の検討

・モニタリング内容に関
する決定

・管理基準の考え方
に関する決定

 


